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Ｒ６年度決算
どう使われた？



令和６年度一般会計決算 昨年度は、どんな事業が進められたの？
どう使われたのかしっかりチェック！歳出総額　90億9,319万円

町政
課題研究会
90万円

事業者用
ゼロカーボン

補助金８件 43万円

第6分団に小型動力ポンプ
積載車・小型動力ポンプ配備

1,650万円

家庭用
ゼロカーボン

補助金83件 675万円

生ごみ処理機器
設置補助金
26件 80万円

八島高原園地景観改善、
木道環境維持、案内看板設置

104万円

北小トイレ
洋式化
169万円

補聴器
購入補助金
35件 104万円

南小体育館
照明ＬＥＤ化
１,597万円

その他の「いいね！」事業その他の「いいね！」事業

大型事業 新規・拡充事業

　懸案だった吊り天井や劣化した設備機器の改善
等が完了しました。

総合文化センター大ホール等改修
8億818万円

　Ｒ８年度まで工事が続きますが、騒音・振動など
に対する近隣住民の皆さんへの配慮もされました。

高木橋架け替え工事
1億6,043万円

「地域公共交通計画」策定
204万円

　町が目指すべき公共交通の在り方や将来像を、
Ｒ５年度の調査を踏まえ、地域公共交通協議会で
の議論やパブリックコメントを経て決定しました。

こども家庭センター
　教育こども課内に、「こども家庭センター」が
開設されました。妊娠期・出産・子育て期の様々
な困りごとの相談窓口として、具体的な支援に繋
げる役割を果たしています。

中高生海外研修事業
891万円

　研修先をオーストラリアケアンズに変更すると
ともに、高校生も対象に加えました。
　定員を超える応募があり、抽選を行った上での
研修が行われました。

　事前調査により「老朽危険空家」と判定された
空家が補助対象で、補助対象経費の4/5、上限80
万円を補助。６軒が除却されました。

移住交流総合拠点整備事業
194万円

　信州大学や県建築士会の協力を得て、旧矢﨑商
店の調査研究が進められました。歴史的価値が認
められた調査研究の成果は報告書としてまとめら
れ、国の登録有形文化財指定に向けての力になり
ました。

ＵＩＪターン就業・創業
移住支援事業補助金

120万円
　都市圏から下諏訪町に移住し、就業・創業する
方に支援金を支給。補助開始初年度は３人の実績
でした。制度のＰＲが求められます。

老朽危険空家除却補助金
479万円

町民生活への支援町民生活への支援
物価高騰に直面する低所得者、
子育て世帯などへの支援

定額減税補足給付金給付事業
1億3,990万円

住民税均等割のみ課税世帯
生活支援給付金給付事業

4,689万円

住民税非課税世帯等
生活支援給付金給付事業

3,441万円

上下水道基本料金減免
4,286万円

子育て世帯物価高騰対応
重点支援給付金給付事業

1,371万円

臨時経済対策事業
(商工会議所地域経済対策支援事業補助金)

500万円
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詳しくは
議会 HP へ

議
員
が

注
目
の

議
案
！

Ｒ
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

町
子
育
て
・
多
世
代
交
流
施
設
開
設

Ｒ
６
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

水
道
料
金
値
上
げ
は
賛
否
分
か
れ
る

22
議
案
を
審
議

全
議
案
を
可
決
・
認
定

　
来
年
秋
開
店
予
定
の
「
イ
オ
ン
ス
タ
イ

ル
諏
訪
」
の
中
に
、
子
育
て
・
多
世
代
交

流
施
設
が
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
イ
オ

ン
店
舗
の
工
事
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、

内
部
設
計
委
託
料
４
４
５
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｈ
30
年
の
閉
店
以
降
、
町
民
が
待
ち

望
ん
だ
新
イ
オ
ン
の
開
業
に
つ
い
て
は
歓

迎
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
オ

ン
店
舗
内
へ
の
子
育
て
支
援
施
設
の
建
設

は
以
前
か
ら
町
民
と
の
約
束
事
で
も
あ
り
、

イ
オ
ン
内
へ
の
機
能
移
転
で
利
便
性
の
向

上
も
期
待
で
き
る
」
な
ど
賛
成
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。
現
行
の
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
ぽ
け
っ
と
」
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
意
見
を
聞
い
て
慎
重
に
対
応

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
道
管
の
漏
水
分
析
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

衛
星
画
像
Ａ
Ｉ
解
析
に
よ
る
漏
水
調

査
は
伊
那
市
等
、
南
信
地
域
の
複
数
事
業

体
で
の
協
調
発
注
に
よ
り
、
事
業
費
を
減

額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
検
査
に
よ
っ
て
、
町
内
全
域
で

「
漏
水
あ
り
」
の
診
断
が
出
さ
れ
、
特
に

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
判
断
し
た
２

か
所
の
範
囲
に
つ
い
て
詳
細
調
査
を
行

い
21
件
の
漏
水
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後

さ
ら
に
詳
細
な
調
査
と
改
修
計
画
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
Ｒ
６
年
度
に
行
わ
れ
た
17
・
６
％
の
料

金
引
き
上
げ
は
、
物
価
高
騰
で
苦
し
む
町

民
生
活
へ
の
さ
ら
な
る
負
担
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
反
対
と
の
討
論
と
、
水
道
料
金

会
計
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
安
価
な
料
金
体
系
で
あ
り
、
健

全
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
の
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
賛
成
多
数
で
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

Ｒ
８
年
度
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
徴
収

　

Ｒ
７
年
度
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
補
正
予
算

の
主
な
内
容
は
、
全
世
代
が
子
育
て
世
代

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
Ｒ
８
年
度
か

ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
を
保
険

加
入
者
か
ら
徴
収
し
、
支
援
納
付
金
と
し

て
国
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
住

民
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
料
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
Ｒ
８
年
度
の

加
入
者
１
人
当
た
り
の
支
援
金
月
額
は
、

国
保
は
２
５
０
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
は

月
額
２
０
０
円
の
見
込
み
で
す
。

下
水
道
管
路
の
耐
震
化老

朽
化
対
策

　

全
国
で
下
水
道
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
管
路
改
築
に
向
け
て
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
箇
所
を
優
先
に
詳

細
カ
メ
ラ
調
査
に
よ
る
老
朽
化
状
態
の

調
査
や
耐
震
化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
管
路
の
耐
震
化
や
老
朽
化
対

策
、
災
害
対
策
は
町
民
の
暮
ら
し
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
業
で
す
。

水
道
基
本
料
金
減
免
に

　

物
価
高
騰
に
苦
し
む
町
民
生
活
支
援

の
た
め
に
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
１
期

分
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
の
水
道

事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
１
８
２
４
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
（
う
ち
９
６
４
万

円
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
）。

役
場
職
員
の
勤
務
時
間
や

育
児
休
業
取
得
の
改
善

　

上
位
法
の
改
正
に
よ
り
役
場
職
員
の

柔
軟
な
勤
務
体
制
や
部
分
休
業
の
形
態

を
確
保
す
る
条
例
改
正
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
が
可
能
と
な
り
、
職
員
の
希
望
や
意

見
も
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
正
規
職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
も

に
、
今
ま
で
以
上
に
必
要
な
時
に
休
業
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
部
分
休

業
は
働
く
職
員
の
権
利
で
あ
り
、
規
定
の

範
囲
内
で
あ
れ
ば
人
事
評
価
に
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
厳
し
い

予
算
の
中
、
大
変
な
努
力

　

Ｒ
６
年
度
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事

業
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
者
が
ロ
ン
グ
入
所
に
切

り
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
少
、
ロ
ン
グ

入
所
は
状
態
の
悪
い
方
を
多
く
受
け
入

れ
て
お
り
、
長
期
入
院
等
で
空
床
率
が

14
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
収
支
不
足
を

補
う
た
め
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
約
４
３
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
が
運
営
し
て
い
る
県
内
唯
一

の
特
養
。
厳
し
い
予
算
の
中
、
老
朽
化
も

徐
々
に
進
ん
で
お
り
、
職
員
の
み
な
さ
ん

に
は
運
営
に
大
変
な
努
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

議決等結果
中
山　

透

林　

吉
広

野
沢
弘
子

竹
元
完
奈

髙
橋
幸
二

林　

元
夫

樽
川
信
仁

大
橋
和
子

花
岡　

進

金
井
敬
子

青
木
利
子

豐
島
健
之

松
井
節
夫

令和6年度水道事業会計決算 認　定 ◯ ◯ × ◯ ○ ◯ × × × ○ ◯ ×
インボイス制度廃止と、「2割特例」「8割控除」の継続
を求める意見書 可　決 ◯ × ○ × × × ◯ ○ ○ ○ ◯ ○

議員名（議席順）

議案名等

9 月定例会 議案等賛否一覧

特別養護老人ホーム　ハイム天白

意見書案の審査結果
<インボイス制度廃止と、「２割特例」「８割控除」の継続を求める意見書>
　2023年10月開始されたインボイス制度で課税業者に
なったフリーランスや中小事業者は、消費税を納めるために
大変な苦労を強いられています。来年10月から予定される
「２割特例」「８割控除」等の負担軽減措置が廃止・縮小されれ
ば、小規模事業者の苦境がなお一層深まり、事業存続も危
ぶまれます。
　政府に対し、制度そのものの廃止と、廃止されるまでの間
は負担軽減措置の継続を求める内容で、金井敬子議員から
提案されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

反対　事業者が正確に消費税を納めるために必要
な制度。消費税は重要な国の財源である。

賛成　この制度で新たに課税業者となった方た
ちの9割が「制度に反対」、6割が来年
10月以降の事業見通しが悪いと回答して
いる調査結果がある。営業と暮らしを守
るべき。
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8月臨時会

　山田典史教育長は東山田出身。教員として中学校現場、管理職として小学校も経
験し、県行政、大学研究機関など幅広いご経験のある方です。小中学校だけでな
く、保育の0歳から社会教育における生涯学習への思いをインタビューしました。

「町民総ぐるみで子どもを育てる未来」
山田新教育長に聞く

　子どもたちが“明日も行きたい”と思える保
育園・学校にしていきたいですね。
　さらに、生涯にわたり体を動かす機会、年
齢を重ねても学び続けられる町でありたいで
すね。学校教育・生涯スポーツ・生涯学習の
三本柱で進めていきたいです。

　「子どもの良さを認め合い、素敵な笑顔あふれる園・学校に！」私の9年間のテーマでした。子
どもの側に立ち、言動の背景にあるものを探り、傾聴・共感しながら支援する中で、子どもに学び

自分を変えることを常に意識してまいりました。このことは日頃関わるすべての方々に学ぶことにも繋がります。
　議会では、一般質問等の折に、教育への想いを本音で語らせていただいたこと、議員の皆様に快く受け止めて
いただいたことなど、私の生涯の宝となり心より感謝しています。
　山田新教育長は、最新の学校現場における教育情勢を熟知されています。何が起きても迅速
な対応が確実にできる方ですので、健康には充分に留意され御尽力いただきたいと思います。
　今後とも、温かく思いやりのある下諏訪町の発展をお祈りすると共に、町民の皆様には、お
互いの良さを認め合い素敵な笑顔あふれる瞬間を積み重ねていただきたいと願っています。

就任されて、
どのようなお気持ちですか？Q

　核はコミュニケーションですね。互いを尊
重しながら折り合いをつける力、そして自立
心と、複数の答えから自分の答えを選び取る
創造力も育みたいですね。
　観光の町・下諏訪に合う英語でのコミュニ
ケーション教育も大切です。

町の子どもたちに、どんな力を
育んでほしいと考えていますか？Q

　まずは聴くことですね。説明会や未来議会
など、子ども・保護者・地域の声を受け止め
る場を大切にします。
　コミュニティ・スクールや学校支援地域本
部の活動は町の強みです。学習支援や実習補
助などの協力に感謝し、持続可能な形でまち
づくり参画にもつなげていきたいです。

子どもや保護者、地域の声を
どう教育行政に活かしていきますか？Q

　学校の特色と柔軟性を尊重しながら、町全
体の学びの軸も共有していきたいですね。
　校長先生方と教育課程の在り方を丁寧に相
談し、子どもに向き合う時
間と先生方の学びの時間が
両立できるよう工夫してい
きたいですね。

教育現場の先生への
まなざしをお聞かせください。Q

子どもたちへ子どもたちへ
町民のみなさんへ町民のみなさんへ 町民総ぐるみで！

協力一致で子どもを育てましょう。

下諏訪の未来は君たちの手の中に。
教育長から
メッセージ

松﨑前教育長９年間おつかれさまでした！
松﨑泉前教育長からのメッセージ

12の視点一般質問12の視点一般質問
「歩いて・見て・聴いた」こと「議員自身の提言」も交えて、町に考えを質す！

９月定例会でも、あらゆる町の課題に、議員一人一人の目線で、執行部と

真剣な議論を展開。今後の町の動向にも注目！

皆さんは
どのテーマに
関心が

ありますか？

P13 P13 P12 P12 P11 P11 P10 P10 P9 P9 P8 P8

カ
ス
ハ
ラ

町
の
理
想
像

イ
オ
ン
開
店

支
障
木
除
去

こ
ど
も
計
画

地
球
環
境

子
育
て
環
境

防
災
士
研
修

地
域
の
安
全

新
教
育
長

教
育
将
来
像

気
候
危
機

下諏訪町議会
議会中継
チャンネル

各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることができます。
スマートフォン等からアクセスして、ぜひご覧ください。
全質問項目は、下諏訪町ホームページから見ることができます。

９
月
４
日

９
月
５
日

質問順

金 井  敬 子
学童クラブにちおこ隊？

樽 川  信 仁
定期的な研修は出来ないか

豐 島  健 之
災害時の避難所開設要請は

青 木  利 子
新たに就任しての方針を

林　   吉 広
教育長が描く教育ビジョン

竹 元  完 奈
公共施設の断熱状況は

1 大 橋  和 子
ハラスメントなどの対策は

林　   元 夫
ＧＤを施策に反映した点

野 沢  弘 子
買物支援、移動販売の今後

松 井  節 夫
道路に接する支障木除去を

髙 橋  幸 二
計画の根底にある理念は

花 岡　   進
プラスチック増加防止対策

4

2 5

3 6

7

8

9

10
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12
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一
般
質
問

一
般
質
問

答弁答弁

答弁 答弁

142 号線沿いの危険な木

街
路
樹
な
ど
点
検
し
、

剪
定
し
て
い
る

道
路
に
接
す
る

支
障
木
除
去
を

閉店より8年、来年の秋イオン開店！

買
物
支
援
の
在
り
方

を
再
検
討
す
る

買
物
支
援
、
移

動
販
売
の
今
後

山王閣跡地の斜面の劣化が進む

問　
住
宅
・
道
路
に
隣
接
の
民
有
地
の

危
険
な
木
を
把
握
し
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長　

把
握
し
て
い
な
い
が

台
風
・
豪
雨
の
後
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

国
道
１
４
２
号
線
沿
い
の
危
険
な
木
は

県
に
写
真
を
添
え
て
要
望
し
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長　

危
険
木
の
リ
ス
ト
は

な
い
。
範
囲
も
広
く
難
し
い
。

問　
危
険
な
木
が
あ
る
場
合
、
所
有
者

に
知
ら
せ
て
伐
採
し
た
件
数
は
。

建
設
水
道
課
長　

Ｒ
６
年
国
・
県
９
件
、

Ｊ
Ｒ
１
件
、
民
有
地
３
件
。

産
業
振
興
課
長　

記
録
は
な
い
が
、
年

間
５
件
ほ
ど
。
今
後
は
記
録
す
る
。

問　
最
近
の
支
障
木
伐
採
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長　

道
路
に
は
み
出
た
枝

の
剪
定
３
件
。
伐
採
は
な
い
。

産
業
振
興
課
長　

民
有
地
は
個
人
の
責

任
で
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

支
障
木
伐
採
は
お
金
が
か
か
る
。

町
で
補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

相
談
件
数
や
先
進
事

例
に
学
び
検
討
す
る
。
町
で
は
森
林
税

を
活
用
し
た
対
策
も
検
討
す
る
。

や
し
マ
ル
シ
ェ
の
運
行

問　
東
山
田
や
高
木
地
区
な
ど
、
商
店

が
遠
い
地
区
へ
の
、
移
動
販
売
車
や
し

マ
ル
シ
ェ
の
展
開
は
で
き
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長　

基
本
的
に
地
区
か
ら

の
要
望
に
よ
り
ル
ー
ト
や
場
所
を
決
め

て
い
る
。
７
月
に
運
行
変
更
。
民
間
業

者
と
被
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

へ
の
改
修
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

本
年
、
下
中
南
校

舎
２
階
女
子
ト
イ
レ
３
基
、
北
校
舎
３

階
女
子
ト
イ
レ
１
基
、
８
月
末
ま
で
に
洋

式
化
が
完
了
し
て
い
る
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て

問
　
安
全
対
策
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か

ら
、
保
育
園
や
小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
が
必

要
。
Ｒ
２
年
に
、
小
中
学
校
の
通
学
路

数
ヶ
所
に
設
置
済
み
。

問　
イ
オ
ン
「
多
世
代
交
流
施
設
」
へ

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
利
便
性
の
向
上
は
。

町
長　

あ
ざ
み
号
の
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の

改
正
で
、ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
め
る
。

問　
ミ
ニ
図
書
館
等
で
読
書
の
機
会
を
。

町
長　

現
代
の
課
題
で
あ
り
研
究
検
討
。

小
中
体
育
館
の
空
調
整
備

問　
有
利
な
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

の
活
用
で
、
猛
暑
か
ら
児
童
生
徒
を
、

ま
た
災
害
時
に
は
避
難
者
の
命
を
守
る

た
め
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

Ｒ
４
年
、
各
校
に

２
台
ず
つ
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
配
備
し
、

大
型
扇
風
機
と
併
用
。
学
校
か
ら
の
要

望
に
沿
っ
た
事
業
の
優
先
順
位
が
あ
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
下
諏
訪
中
学
校
の
新
入
生
用
女
子

ト
イ
レ
が
、
和
式
４
基
・
洋
式
１
基
で
、

和
式
が
使
え
ず
休
み
時
間
に
ト
イ
レ
を

使
用
出
来
な
い
生
徒
も
い
た
。
洋
式
化

問　
「
理
想
の
し
も
す
わ
を
求
め
て
」

は
、
私
の
議
員
に
な
っ
た
時
か
ら
の
根

源
的
テ
ー
マ
。
下
ノ
諏
訪
宿
地
区
の
Ｇ

Ｄ
（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
で
、
施
策

に
反
映
し
た
点
・
反
映
し
て
い
く
点
は
。

町
長　

官
民
の
役
割
を
把
握
し
た
上
で

行
政
の
や
る
べ
き
こ
と
を
検
討
す
る
。

４
地
区
の
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
た
上
で

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
る
。

問　
赤
砂
崎
左
岸
の
活
用
は
。

町
長　

開
発
用
地
は
エ
コ
タ
ウ
ン
構

想
、
バ
イ
パ
ス
の
代
替
用
地
と
し
て
の

活
用
を
想
定
し
て
き
た
が
、
見
直
し
が

必
要
。
新
た
な
視
点
で
多
角
的
に
活
用

方
法
を
模
索
し
た
い
。

問　

社
地
区
に
お
け
る
ニ
デ
ッ
ク
の
社
宅

跡
地
の
活
用
に
お
い
て
、
一
部
南
側
は
バ

イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
代
替
え
地
と
し
て
、

造
成
し
た
上
で
分
譲
。
北
側
の
土
地
は

確
か
な
構
想
が
な
い
限
り
、
町
の
財
政
負

担
と
な
る
。
ど
う
開
発
す
る
か
。

建
設
水
道
課
長　

地
区
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　
社
会
福
祉
協
議
会
の
移
転
用
地
に

ど
う
か
。

町
長　

町
と
は
別
組
織
な
の
で
、
社
協

が
ど
う
考
え
る
か
聞
い
て
か
ら
の
話
だ
。

問　
山
王
閣
跡
地
で
は
斜
面
に
使
用
さ

れ
て
い
る
土
の
う
袋
の
劣
化
が
進
行
中
。

ま
た
荻
原
製
作
所
跡
地
に
お
け
る
行
政

主
導
・
指
導
に
よ
る
早
期
の
活
性
化
は
。

町
長　

所
有
者
の
意
向
を
聞
く
中
で
、

町
と
し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
協

力
・
支
援
す
る
。

４
地
区
の
Ｇ
Ｄ
を

検
討
し
プ
ラ
ン
作
成

町
の
理
想
像

町
の
理
想
像

旧矢﨑商店内部の貴重な建具

問　

役
場
業
務
に
支
障
を
き
た
す
要

求
は
。

総
務
課
長　

窓
口
や
電
話
で
威
圧
的
な

態
度
が
繰
り
返
さ
れ
る
事
例
等
が
あ
る
。

赤
彦
生
誕
１
５
０
周
年

問　
記
念
祭
は
ど
の
様
な
計
画
か
。

産
業
振
興
課
長　

記
念
年
に
１
年
か
け

て
企
画
し
て
い
く
。具
体
的
に
は
未
定
。

学
校
の
防
犯
対
策

問　
生
徒
を
不
審
者
か
ら
守
る
対
策
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

警
察
、
教
育
委
員

会
、
保
護
者
へ
状
況
を
早
急
に
連
絡
。

問　
学
校
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
導
入
な
ど

で
、
通
信
環
境
を
整
備
。

旧
矢
﨑
商
店
の
今
後

問　
国
登
録
有
形
文
化
財
の
指
定
を
待

ち
な
が
ら
、
価
値
を
活
か
す
に
は
。

産
業
振
興
課
長　

内
も
外
も
極
力
変
え

ず
、耐
震
性
を
確
保
し
て
活
用
し
た
い
。

問　

一
棟
貸
し
計
画
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
面
で
い
か
が
か
。

産
業
振
興
課
長　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
配

慮
が
必
要
で
、
文
化
庁
な
ど
関
係
機
関

と
確
認
を
取
り
な
が
ら
進
め
る
。

春
宮
付
近
の
動
線

問　
春
宮
駐
車
場
を
起
点
と
し
た
分
か

り
易
い
観
光
案
内
整
備
を
。

産
業
振
興
課
長　

周
辺
マ
ッ
プ
の
改
定

や
、
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｇ
Ｄ
を
施
策
に

反
映
し
た
点

多
く
の
研
修
を

開
催
し
対
応

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
対
策
は

大
おお

橋
はし

 和
かず

子
こ

カ
ス
ハ
ラ

カ
ス
ハ
ラ

林
はやし

　元
もと

夫
お

野
の

沢
ざわ

 弘
ひろ

子
こ

イ
オ
ン
開
店

イ
オ
ン
開
店

松
まつ

井
い

 節
せつ

夫
お

支
障
木
除
去

支
障
木
除
去
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一
般
質
問

一
般
質
問

答弁答弁

答弁 答弁

避難所開設の点検確認

町ホームページ掲載のちおこ隊募集

ジョギングロードのごみ

町ホームページでもご覧いただけます

町
長　

計
画
策
定
ま
で
の
時
間
的
制
約

も
あ
り
実
施
は
困
難
。
こ
れ
ま
で
様
々

頂
戴
し
て
い
る
意
見
や
パ
ブ
コ
メ
に
よ

り
更
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
を

問　
町
と
し
て「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」

を
つ
く
る
べ
き
。

教
育
長　

子
ど
も
の
権
利
を
ど
う
行
政

に
落
と
し
込
む
か
が
課
題
。条
例
よ
り
、

子
ど
も
の
意
見
を
反
映
で
き
る
仕
組
み

こ
そ
検
討
す
べ
き
。

問　

６
月
、「
学
童
ク
ラ
ブ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
募

集
開
始
の
お
知
ら
せ
に
は
驚
い
た
。
現

場
と
の
協
議
や
合
意
形
成
は
充
分
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

学
童
ク
ラ
ブ
の
大

き
な
課
題
が
代
表
支
援
員
の
確
保
。
現

場
と
何
度
も
協
議
を
続
け
、
努
力
を
し

て
も
解
決
せ
ず
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
集
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
現
場

か
ら
反
対
意
見
は
な
い
。

問　
代
表
支
援
員
の
処
遇
改
善
や
業
務

の
見
直
し
の
協
議
が
先
で
は
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

処
遇
に
つ
い
て
は

検
討
中
。
議
論
を
深
め
な
い
と
、
支
援

員
自
体
の
確
保
も
難
し
く
な
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
や
仕
事
量
の
検
討
な
ど
の
努
力

も
し
て
い
る
。

も
っ
と
意
見
の
収
集
を

問　
「
第
８
次
総
合
計
画
」
策
定
に
向

け
、
若
い
世
代
を
主
に
更
に
意
見
収
集

す
る
場
を
設
け
る
べ
き
。

問　
「
下
諏
訪
町
こ
ど
も
計
画
」
の
根
底

に
あ
る
理
念
と
、
町
と
し
て
子
ど
も
や

家
庭
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
て
い
る
か
。

町
長　

子
ど
も
真
ん
中
の
視
点
に
基
づ

い
て
い
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら

し
く
成
長
し
て
い
け
る
社
会
を
、
地
域

全
体
で
作
っ
て
い
く
。

問　
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
家
庭
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
課
題
と
工
夫
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

信
頼
関
係
の
構
築

の
た
め
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
か
、
関
係
機
関
と
入
念
な
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
柔
軟
な
対
応
と
配
慮

を
し
て
い
る
。

問　
職
員
の
心
の
ケ
ア
や
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

解
決
が
難
し
い
問

題
に
日
々
向
き
合
っ
て
い
る
。
一
人
で
抱
え

な
い
よ
う
に
職
員
間
で
共
有
し
て
い
る
。

高
齢
者
な
ど
孤
立
防
止
は

問　
孤
立
防
止
支
援
の
方
向
性
は
。

保
健
福
祉
課
長　

地
域
活
動
は
住
民
主

体
と
な
り
、
関
係
性
を
築
き
支
え
合
う

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
資
金
面
の
支

援
や
活
動
場
所
の
確
保
な
ど
、
行
政
が

活
動
基
盤
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

旧
矢
﨑
商
店
の
進
展
は

問　
現
在
の
状
況
、
今
後
の
予
定
は
。

産
業
振
興
課
長　

こ
れ
ま
で
移
住
定
住

総
合
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
決
定
し
て

き
た
。
加
え
て
宿
泊
事
業
も
準
備
中
。

Ｒ
８
工
事
着
工
。
Ｒ
９
運
営
開
始
予
定
。

問　
農
業
用
マ
ル
チ
シ
ー
ト
の
劣
化
に

よ
る
プ
ラ
ご
み
飛
散
の
防
止
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

土
に
返
る
シ
ー
ト
が

出
て
お
り
町
も
周
知
に
努
め
る
。

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
な
く
す
た
め
の
啓
発
は
。

住
民
環
境
課
長　

国
道
１
４
２
号
沿
い

で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
を
実
施
。
諏
訪

湖
の
看
板
設
置
は
県
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
マ
イ
ボ
ト
ル
の
推
奨
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
減
ら
す
取
り
組
み
は
。

住
民
環
境
課
長　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水

平
リ
サ
イ
ク
ル（
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
）

は
今
年
度
協
定
に
向
け
て
準
備
中
。

都
市
構
造
に
関
す
る
協
定

問　

千
葉
大
学
予
防
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
「
ゼ
ロ
次
予
防
」
環
境
づ
く
り

と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
関
係
性
は
。

町
長　

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
両

輪
の
取
り
組
み
と
な
る
。

問　
ゼ
ロ
次
予
防
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
健
康
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
の
か
。

町
長　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
方
々
へ
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
誰
も
が
健
康
で
い
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

保
険
証
廃
止
後
の
対
応
は

問　
期
限
切
れ
の
保
険
証
を
持
参
す
る

方
が
多
い
が
、資
格
確
認
書
の
周
知
は
。

住
民
環
境
課
長　

問
い
合
わ
せ
電
話
が

多
数
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
チ

ラ
シ
を
個
別
に
郵
送
し
周
知
し
て
い
る
。

町
民
祭
り
を
振
り
返
っ
て

問　
来
賓
の
接
待
を
考
え
て
は
。

産
業
振
興
課
長　

個
々
に
招
待
状
は
出

し
て
い
る
。
接
待
や
ご
案
内
の
方
法
は

今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
方
法

問　
課
題
や
要
望
へ
の
対
応
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

児
童
の
入
退
室
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
食
事
の
提
供
の
検
討
、

支
援
員
の
確
保
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
防
災
士
に
も
定
期
的
な
研
修
が
必

要
と
考
え
る
が
。

町
長　

補
助
金
対
象
を
広
げ
て
防
災
士

の
再
受
講
に
も
対
応
し
て
い
る
。

問　
町
の
期
待
す
る
防
災
士
は
。

総
務
課
長　

Ｈ
30
年
よ
り
補
助
。
取
得

後
の
活
動
に
は
個
人
差
が
あ
る
。
今
後

町
か
ら
の
要
望
も
伝
え
て
い
く
。

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

問　
今
後
に
お
け
る
友
好
都
市
の
在
り

方
は
。

町
長　

民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
積
み

重
ね
が
、
友
好
都
市
に
繋
が
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

功
労
者
表
彰

問　
今
後
表
彰
状
の
サ
イ
ズ
縮
小
は
考

え
ら
れ
る
か
。

町
長　

一
定
の
理
解
は
す
る
が
、
表
彰

の
意
義
、
視
認
性
や
品
格
に
お
い
て
一

定
サ
イ
ズ
は
必
要
と
考
え
る
。

定
期
的
な
研
修

は
出
来
な
い
か

補
助
金
対
象
を
広
げ

て
再
受
講
可
能
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

増
加
防
止
対
策

諏
訪
湖
ク
リ
ー
ン

祭
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

計
画
の
根
底
に

あ
る
理
念
は

心
の
通
っ
た
支
援
を

全
て
の
家
庭
に

学
童
ク
ラ
ブ
に

ち
お
こ
隊
？

代
表
支
援
員
確
保
の

た
め
の
判
断

樽
たる

川
かわ

 信
のぶ

仁
ひと

防
災
士
研
修

防
災
士
研
修

金
かな

井
い

 敬
けい

子
こ

子
育
て
環
境

子
育
て
環
境

髙
たか

橋
はし

 幸
こう

二
じ

こ
ど
も
計
画

こ
ど
も
計
画

地
球
環
境

地
球
環
境
花
はな

岡
おか

　進
すすむ
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一
般
質
問

一
般
質
問

答弁答弁

答弁 答弁

安心して産み育てられる環境を

改
修
計
画
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
視
点
を

公
共
施
設
の

断
熱
状
況
は

主権者教育用リーフレット

ⓒ
山
田
鐘
人
・
ア
ベ
ツ
カ
サ
／
小
学
館

子
ど
も
達
が
通
う
の

が
楽
し
い
学
校
へ

教
育
長
が
描
く

教
育
ビ
ジ
ョ
ン

頑張る子どもたち

一
人
一
人
へ
の

適
切
な
対
応

新
た
に
就
任
し

て
の
方
針
を

銀座NAGANOでの新しい出会い

総
務
課
危
機
管
理
室

が
24
時
間
対
応

災
害
時
の
避
難

所
開
設
要
請
は

問　
原
村
や
県
立
高
校
で
も
行
わ
れ
て

い
る
小
中
学
校
で
の
断
熱
改
修
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
検
討
は
。

住
民
環
境
課
長　

長
野
県
環
境
部
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

断
熱
改
修
は
地
球
温
暖
化
対
策
で
重
要
。

協
力
事
業
者
も
必
要
で
あ
り
、
メ
リ
ッ

ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
近
隣
の
松
本
市
や
箕
輪
町
で
も
行

わ
れ
て
い
る
若
者
と
住
民
と
協
働
で
行

う
気
候
町
民
会
議
導
入
の
考
え
は
。

住
民
環
境
課
長　

現
状
下
諏
訪
町
で
は
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
時
か
ら

小
学
５
年
生
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
授
業
を

行
っ
て
い
る
。湖
浄
連
の
諏
訪
湖
ク
リ
ー

ン
祭
で
の
ブ
ー
ス
体
験
な
ど
も
参
加
型

の
体
験
と
な
っ
て
い
る
。
下
諏
訪
ら
し

い
事
業
が
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

産
後
ケ
ア
の
拡
充
を

問　
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長　

妊
婦
は
減
っ
て
い
る

が
、
利
用
者
は
増
加
傾
向
。

問　
事
業
の
周
知
方
法
や
課
題
は
。

保
健
福
祉
課
長　

母
子
手
帳
交
付
時
、

訪
問
時
、
相
談
時
に
そ
の
都
度
案
内
。

今
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
後

の
事
業
の
運
営
に
活
用
し
て
い
く
。

問　
補
助
率
引
き
上
げ
は
。

町
長　

Ｒ
７
年
度
に
お
い
て
は
事
業
充

実
を
図
っ
て
お
り
、
他
市
町
村
に
劣
ら

な
い
。
今
後
産
後
ケ
ア
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

問　
町
は
少
子
化
傾
向
に
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
教
育
し
て
い
く
考
え
か
。

教
育
長　

よ
り
子
ど
も
の
様
子
を
把
握

し
や
す
く
な
る
面
も
あ
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
機
器
）
を
活
用
し
、
個
別
か
つ

協
働
的
な
学
び
を
一
体
的
に
充
実
さ
せ

る
。
ま
た
、
主
体
的
、
対
話
的
に
、
計

画
的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
向
け
た
授
業

改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

増
加
傾
向
の
海
外
旅
行
者

問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

地
域
に
負
担
を
か
け

て
ま
で
集
客
す
る
観
光
形
態
は
支
持
さ

れ
て
い
な
い
。
国
内
旅
行
者
も
含
め
、

受
け
入
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

案
内
板
や
駐
車
場
の
誘
導
対
策
な
ど
随

時
に
対
応
し
て
い
る
。

独
居
高
齢
者
の
状
況
は

問　
増
加
傾
向
に
あ
る
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
へ
の
相
談
や
支
援
策
は
。

保
健
福
祉
課
長　

民
生
委
員
の
訪
問
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
シ
ル
バ
ー

ネ
ッ
ト
訪
問
事
業
に
よ
り
、
困
り
ご
と

の
聴
取
や
現
状
把
握
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
支
援
に
繋
げ
て
い
る
。
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
て
い
る
。

問　
災
害
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
避
難

所
の
安
全
性
に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

総
務
課
長　

町
指
定
避
難
所
の
選
定
に

当
た
っ
て
は
、
法
令
を
遵
守
し
て
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
災
害
は
、
予

想
を
超
え
る
場
合
も
あ
り
、
実
情
に
即

し
た
検
証
と
見
直
し
が
重
要
。
安
全
性

の
確
認
は
、
必
要
に
応
じ
て
区
と
情
報

共
有
を
行
い
な
が
ら
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
指
定
避
難
所
が
町
管
理
下
の
場
合

の
初
動
対
応
は
。

総
務
課
長　

危
険
に
つ
い
て
の
地
域

（
区
理
事
者
）
の
判
断
を
町
も
非
常
に

重
要
と
受
け
と
め
て
い
る
。
先
ず
は
迅

速
に
町
の
危
機
管
理
室
ま
で
連
絡
い
た

だ
き
た
い
。
夜
間
で
あ
っ
て
も
宿
直
職

員
か
ら
危
機
管
理
担
当
へ
の
連
絡
が
引

き
継
が
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
の

で
、
い
つ
で
も
通
報
い
た
だ
け
る
。

町
内
人
口
増
加
に
向
け
て

問　
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
等
、
在
京
の

県
施
設
を
利
用
し
た
首
都
圏
在
住
者
向

け
の
積
極
的
な
施
策
は
。

産
業
振
興
課
長　

こ
れ
ま
で
銀
座
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
や
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
、
首
都
圏
在
住
者
向
け

に
移
住
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。彼
等
へ
の
積
極
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

昨
年
整
備
し
た
町
補
助
金
利
用
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今
後
は
町
単
独
だ
け

で
な
く
宅
建
業
協
会
や
商
工
会
議
所
と

も
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
在
京
施
設

を
活
用
し
、
移
住
者
の
獲
得
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問　
教
育
長
が
考
え
る
教
育
将
来
像
は
。

教
育
長　

下
諏
訪
町
教
員
時
代
に
地
域

と
子
ど
も
達
と
の
触
れ
合
い
を
見
て
き

た
。
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

が
発
展
す
る
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
。

少
子
化
で
の
将
来
構
想
は

問　
小
中
学
校
の
統
廃
合
の
考
え
は
。

教
育
長　

国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
学
習

指
導
要
綱
の
改
定
を
踏
ま
え
て
、「
学

校
の
あ
り
方
検
討
会
」
を
設
け
４
校
の

強
み
・
弱
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
地
域
活
動
参
加
促
進
に
つ
い
て
。

教
育
長　

地
域
社
会
の
中
で
生
活
・
社

会
・
自
然
体
験
す
る
こ
と
が
大
切
。
自

ら
考
え
地
域
活
動
に
主
権
者
と
し
て
参

画
で
き
る
よ
う
段
階
的
に
指
導
す
る
。

問　
部
活
動
の
地
域
移
行
の
考
え
は
。

教
育
長　

部
活
動
は
生
徒
が
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
活
動
で
あ
る
べ
き
。
保

護
者
負
担
も
考
え
、
子
ど
も
達
の
選
択

肢
を
な
く
さ
な
い
よ
う
進
め
た
い
。

主
権
者
教
育
の
取
り
組
み

問　
体
験
型
主
権
者
教
育
の
考
え
は
。

教
育
長　

地
域
の
方
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

主
権
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
育
て

る
。子
ど
も
達
の
意
識
向
上
に
努
め
る
。

問　
町
民
が
社
会
参
画
へ
の
意
識
を
高

め
る
仕
組
み
づ
く
り
は
。

町
長　

学
校
で
の
主
権
者
教
育
と
共
に

町
政
へ
の
町
民
参
画
に
取
り
組
む
。
意

見
を
反
映
で
き
る
町
政
に
し
た
い
。

竹
たけ

元
もと

 完
かん

奈
な

気
候
危
機

気
候
危
機

林
はやし

　吉
よし

広
ひろ

教
育
将
来
像

教
育
将
来
像

新
教
育
長

新
教
育
長
青
あお

木
き

 利
とし

子
こ

豐
とよ

島
しま

 健
たけ

之
ゆき

地
域
の
安
全

地
域
の
安
全
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　岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町・富士見町・原
村の６市町村で構成されます。取り扱う事務は、①諏
訪地域の広域行政の推進②諏訪地域ふるさと振興基
金事業の実施③救護施設八ケ岳寮の設置、管理、運
営④介護保険⑤消防（消防団、消防水利施設等は
除く）⑥その他。
　広域連合長は諏訪市長、副広域連合長を他５自治
体の首長が務めます。議員定数は諏訪市５人、岡谷
市５人、茅野市５人、下諏訪町３人、富士見町２人、
原村２人の計22人。年２回の定例会が諏訪市議会の
議場で開かれ、毎回５人が一般質問を行えます。総
務消防と福祉環境の２常任委員会があります。
　現在、下諏訪町からは、中山透議長（福祉環境）、
松井節夫副議長（総務消防）、野沢弘子議員（福祉
環境）が選出されています。中山透議長は、副議長を
務めています。

　岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町・富士見町・原
村の６市町村で構成され、２０１８年開学した公立大
学法人公立諏訪東京理科大学を運営しています。諏
訪東京理科大学は、以前は学校法人経営でしたが、
地方公共団体の運営になりました。
　組合長は茅野市長、副組合長を他５自治体の首長
と茅野市副市長が務めます。議員定数は茅野市８
人、諏訪市３人、岡谷市３人、下諏訪町２人、富士見
町２人、原村２人の計20人。年２回の定例会が茅野
市議会の議場で開かれます。現在、下諏訪町から
は、中山透議長、大橋和子議員が選出されています。

　岡谷市・下諏訪町・辰野町の３市町で構成し、湖北衛生
センター（平成３年４月稼働）と湖北火葬場（湖風苑・平成
２１年１２月完成）を運営しています。
　組合長は岡谷市長、副組合長を下諏訪町長、辰野町長、
岡谷市副市長が務めます。議員定数は岡谷市９人、下諏訪
町４人、辰野町４人の計17人。年２回の定例会が、岡谷市議
会の議場で開かれます。
　現在、下諏訪町からは、中山透議長、林吉広議員、林元夫
議員、金井敬子議員が選出されています。中山透議長は、監
査委員を務めています。

　岡谷市・諏訪市・下諏訪町の３市町で構成し、諏訪湖周
クリーンセンター（愛称ecoポッポ・平成23年９月設立）を
運営しています。
　組合長は岡谷市長、副組合長を諏訪市長、下諏訪町長、
岡谷市副市長が務めます。議員定数は岡谷市４人、諏訪市
４人・下諏訪町４人の計12人。年２回の定例会が、岡谷市議
会の議場で開かれます。現在、下諏訪町からは、中山透議
長、竹元完奈議員、高橋幸二議員、樽川信仁議員が選出さ
れています。中山透議長は、監査委員を務めています。
　諏訪湖周クリーンセンターより発生する焼却灰を埋め立て
るための最終処分場を整備予定ですが、建設地が決まらな
い課題を抱えています。

　下諏訪町議会は、3つの一部事務組合議会と諏訪広域連合
議会に所属する議員を議会内での選挙により選出しています。
　今回は、それらの一部事務組合議会をご紹介します。

　一部事務組合と広域連合は、複数の地方公共団体が特定の事務を共同で処理するための
特別地方公共団体です。広域連合は、一部事務組合より広範囲な事務を扱う仕組みであ
り、より多角的な行政目的を達成できる点が異なります。

議会の「あれこれ」
知ってください！

「一部事務組合」「広域連合」って、なに？

諏訪広域連合湖北行政事務組合

湖周行政事務組合

諏訪広域公立大学事務組合

　皆さんは「ヒメジョオン」という植物をご存じで
すか？
　江戸末期に観賞用として北米から輸入された帰化
植物で全国の市街地から高原までごくふつうに見ら
れる可愛いらしい一年草～越年草です。ですが、八
島湿原では元々生息していない「生態系被害防止外
来植物」なんです。
　八島湿原にはヒメジョオンをはじめとする繁殖能
力が高い外来種が増殖しており、１万２千年かけて
育まれた豊かな生態系への被害が懸念されていま
す。外来種が増える要因の一つは、訪れる人の靴や
車のタイヤについた種によるものと思われます。
　下諏訪町議会も参加している「八島高原を美しく
する会」が毎年ヒメジョオン除去をしていますが、

作業場所が入口付近や広場、駐車場のため、広い湿
原の中ではびこる外来種の繁殖スピードに作業が追
い付かない状況です。
　八島湿原では以前に比べてごみも減り、来訪者の
皆さんの環境保護意識が高まり、マナー向上に感謝
しております。それで
も更なる環境保全は必
要で、入口の土落とし
のマットで種を持ち込
まないよう気を遣って
いただくと、侵入を防
ぐことにつながります。
　皆様のご協力をよろ
しくお願いいたします。

　下諏訪町議会では、8月 22日に初めての試みである「議会だよりモニター会議」を開催しました。
　現在活動いただいている 13 名の議会だよりモニターさんのうち 5 名の方にご参加いただき、今後の紙面
づくりのために意見交換を行いました。
　当日参加できなかったモニターさんからも発行ごとに毎回多くの貴重なご意見をお寄せいただいています。
　いただいたご意見をもとによりよい議会だよりを目指します。

MISSION 八島湿原を救え !!八島湿原を救え !!

バスターバスター

議会だよりモニター会議を開催しました

　ページの色合い一つとっても人によって受ける印象が違い、記事のボリュームも「文字が多い」「文
字が少なく情報量が足りない」など受け取り方はさまざまです。町民の皆様にとってどんな紙面が読み
やすく手に取っていただきやすいか試行錯誤を続けています。

過去の議会だよりや他市町村のものと見比
べ、見た目の印象や読みやすさについてお聞
きしました。

普段は入れない議会の議場
も見学していただきました。

議会だより作成の流れを説明。
最後にお一人ずつ感想をお話し
いただきました。

以前と比べて
見やすくなった！以前はもっと丁寧に書かれていた。

今は簡潔すぎるのでは？
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ここのの町町にに住住んんでで思思ううこことと
「下諏訪の良さを次の世代へ」～仲間と広げる、笑顔と絆～

　駅前オルゴール通りにて、
『地酒と炭火焼鳥　佳肴あり井』
を営業している。

　生まれは山梨県ですが、物心ついた頃から下諏訪で育ちまし
た。父が町で洋食店を営んでいたこともあり、飲食には自然と
関心がありました。製造業に勤めていた頃、仲間と「夢を持っ
た人たちが集まれば 1つの街になるよね」と語り合い、その
思いが今の活動につながりました。世代を超えて人が集まり、
気軽に語り合える場所なら自分にもできると思い、店を始めま
した。東鷹野町から始まり、現在はオルゴール通りにて仲間と
角打ちイベントなどを行いながら、自分たちも楽しみつつ活気
ある場所づくりを目指しています。
　時代が進み、価値観が変わってきているけれど、大切な思い
はきちんと伝えていきたい。子どもたちには「下諏訪は楽しい
街なんだ」と姿で示していきたいです。
　議会については、専門性を磨いたプロフェッショナルな集団
になってほしいと思います。その姿勢が、住民にとって安心し
て相談できる基盤になるはずです。　【インタビュアー　髙橋】

　傍聴規則の改正により、9月定例会から、
本会議場での傍聴席への水分の持ち込み、
乳幼児・児童の入場ができるようになりま
した。
　特に水分補給に関しては、議員も本会議
場に持ち込むことができるようになり、適
宜水分補給をしています。
　乳幼児・児童の入場にあたっては、会議
の妨げになるときには、議長が注意や一時
退席をお願いする事もあります。
　これにより、開かれた議会の実現を図る
観点から、多様な方に議会傍聴に来ていた
だけることを期待し
ております。
　皆様の傍聴をお待
ちしています。

議長　中山　透

有井 嘉徳さん

傍聴席で傍聴席で
水分補給ができます水分補給ができます

次回 12月定例会次回 12月定例会
スケジュールスケジュール（予定）（予定）

SNSはこちらからSNSはこちらから
ご覧くださいご覧ください

1212 月月11日日（月）〜（月）〜

一般質問
12月９日（火）・12月10日（水）

ぜひ傍聴にお越しください。
詳細は議会 HPをチェック！

Instagram Facebook
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